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は じ め に
家族は,結婚という制度によって形づ くられる一定の集団であって,その成員は,経済的 ･
法的 ･情緒的な紐帯によって 結びつけられている｡1'親族組織が,生物学的な系統 (真oj,あ
るいは仮定の) と性的交渉との両者あるいは どちらか一方を問題とするのに対し, 家族は生




Levyは, 家族を, 家族 の メンバー白身からも社会の一般成員からも等 しく (ある-一般的な
目的のために)一つの単位として取 り扱われる最小の親族組織として見る｡この場合,家族成
員は自分達を一つの家族だとしても,社会の一部のものがそれを認めないこともあり得るであ

















本稿のデータは,1966年 8月より1967年 4月までの問に,マレー半島東海岸の Endau(エン












Ⅰ 建 物 の 構 造





































人の大人 と4人の子供が住 ん で い
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れているにすぎない. 樹皮を剥いで乾燥させたものが,強 くて 良いが,Payong(traveller's
palm)の葉を重ねたり,hataP(榔子の葉を組み合わせて屋根の材料としたもの) を使ったり















彼 らは土地の上ばかりでな く,川の上にも丸太を組んでそ0jilに家を造るo これは移動 して




にある｡8) 筏家屋の広さはたいてい 16m2 くらいである｡
家屋0)物理的形状の概略はだいたい1LLの ごとくである09) 次にこの家屋空間を 基盤にして
/i活を営む人間のグルーピングを考察 してみたい｡
1 家 族 構 成 の 概 観
オラン ･フルの社会で,最小のそして最 も基本的な単位は,核家族である｡これを se-kelamin
と称する｡ kelamin は,｢対｣ p`air'を意味する マレー語で, se-は ｢一つの｣を表わす接頭




ラン ･フルの社会ではkelaminという語 しか用 い られず,その他のことばは知られていない｡
普通,夫婦と子供とからなるクラミンが,1軒の家に住む｡原則として一夫一妻 11)であって,
結婚後 しばらくして大が家を建てるo この独Il'T.前 の期間は,妻の両親の家,夫の両親の家,夫
婦どちらかのオジ ･オバの家,きょうだい ･イ トコの家などに住むので,推移的 な家族形態と
して, 2組の夫婦によって住まれる家屋が でて くるわけである｡大の経済力あるいは 労 働 力
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部落別 に見ると, Tanjong Tuan (タンジョン ･ト.′アン) がとび抜けて 1クラミン1家





TanjongTuanで 2クラミンが 1軒の家に住んでいる というのは 1例だけであるO これは
妻の娘の婿の家に一時仮 り住いしている例で 最近移ってきた.図 1に示 したように, 先夫 と
の問の娘の所に,現夫とその子供ともども ころが りこんだ /
わけである｡ もちろん,この夫婦(年齢は45才と43才)が老
齢のために娘婿に養われているというのでは な く,家を建
てるべ きだが, 出産などのために仮寓を余儀な くされてい TT7 TT8
る状態である｡ 図 1
次に, 1クラミン1家屋の割合の最 も少ない Punan(プナン)を見てみよう｡ この部落の多
くの者は,す ぐ上流にある材木伐 り出 し場で作業に雇われているOそこには労働者用の飯場が
あって,労働者だけがそこに寝泊 りして,一定の期間 (例えば 1カ月間)働 く｡その間,女 了
供は部落に留まる. このような労働であるのもー関 して,一時妻戸を他家にあずけてお くよう
な形式のものが見 られる (PNlと PN2とのクラミン)015) PNIOと PN9とは,娘の婿と1--一緒
に住んでいる例であるが,このクラミンは最近 この部落に移って来たところで,耕す土地 も正
式に分配されていない｡ 3クラ ミンが 1家屋に住んでいる PN5-PN 6-PN7(図2参照)の闇
係では,PN5の息子が この家を建てたのである
が,彼は調査時には弟と一緒に材木伐 り出し作
業中で家には 二不在で あった｡PN5と PN7と
のクラミンほ一つの寝室で寝泊りしているが,
PN6のクラミンは広間の片隅に床をとり,単な
る一時の訪問者の待遇 しか与えられていない｡ 図 2











東南 ア ジア研 究 第5巻 第 3号
この家は非常に大きく建てられているので現在は 不便がないが,PN5の息子が結婚 してここ












は子供が 3人でき (内 1人は死亡)婚姻生活も5-6年
以上は続けられているようであるが,夫はエンダウ川の
支流の AnakEndau川の出身で,エンダウ川流域では,
TanjongTuanの弟の クラミンだけが身寄 りで ある｡
他の 1軒の寄寓者は子供のない若夫婦 (PTlの)で,夫






















最後に Jorak 部落は,ユ ングウ川流域で最も大きい部落の一つで あるが,その30%の家で
はクラミンが同居 していて,同じく約30%のクラミンが家を持たないことになる｡ まず 4クラ
ミンが一つの家に同属している例 を見てみよう｡家を建てた(持ち主)のは,バティン(部落長)
uj娘 (養女)の夫であるが, 彼はこの2年ずっと奥地の Selaiに働きに行って不在で, 最近
彼の妻子が妊娠の ために帰って きている｡ 調査時はこの JR22の妻子の外に,庄婆役を果た
すための (子供のない)夫婦 (JR25)と, 単身寡婦 (JR23)と,十供づれの輝夫との3組の
クラミンが書冊 している｡JR25の夫は,JR22の妻とは 類別的な オジの 関係にあり,JR23











いる例で, 2例は,新婚ではないが妻の両親の家にずっと留まっている｡残 りの 1例は,子供
のない夫婦が夫の (死んだ)姉の夫 (すでに再婚 している)の所に寄寓している例であるが,
この夫婦もほうぼうを転々と移っており,この家に移ってきたのも2- 3カ月前である｡
全体として寄居関係をみると,ほとんどが最も近い核親族の所に厄介になっている｡例外と
しての Peta における輝夫達の集会所での寝泊りを除 くと,19組の寄宙関係が見られる｡寄付
する者が,どのような闇係o)者の所へ行 くかということに焦点をあわせると,妻の兄弟 (ipar
の関係) の所に寄寓する者 3例, 妻の両親 (夫の mentuha) の所 6例 (この内4例は 新婚
でないにもかかわらず同居している),妻の姉妹の夫 (birasoj闇係)の所 1例,娘の大 (me-
nantu の関係)の所 2例,夫の姉 妹の夫 (iparの関係)の所 1例,オイが母方のオジ (MoBr)
の所-,父方のオジがオイ (BrSo)の所へ,夫の父方のイ トコ(FaSiSo)の所-苓揖している



























なお, 1軒の家に住む人数は Table2でみれば,平均 5.74人 (最頻値は4人と7人)であ




1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
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平均は5.1人で, 夫婦に子供が 3人平均いることになる｡ そして包摂家族のタイプの場合は,
平均6.2人であるから,平均値としては核家族に他のメンバーが 1人 加わった構成を想像 し得
る｡欠損核家族にあたるものも, 1人の親と子供 3人が平均のようである｡ただし,最頻値か
ら言えば,この平均のタイプと必ずしも一致せず,かなりちらぼりがあることを示す.
部落別に見ると (Table4),だいたい半数の クラミンが核家族であるが, Tanjong Tuan
のみは約 7割近 くが核家族である｡ところが 1クラミン当りの平均構成員を計算すると,Jorak


















同世代親が包括された型(2)は, 4例見 られるoうち 3例の包摂された親族は, ｢気違い｣の
カテゴリーに (村人から)見られるもので,独立生活が営めないので iparあるい はイ トコが
面倒を見ている (JR2は WiSi,JR27は WiCo,PTllは HuCo)020) 他の 1例は妻の妹が一
緒に住んでいる (TT7)O夫婦には子供がなく,その妹は一人前に近い労働力を持つC/)で, --







の anakbuah(オイ ･メイにあたる)で,JR7と PNlとでは WiBrDa,WiSiDaが各々属
しており,JRlでは WiFaBrDaSoが含まれている｡JR9の場合は,也接の系譜関係は明確に
















トコの親は亡 く,きょうだいが Petaと TanjongTuanとに住んでいる｡母親 もある程度自分

































JR 4 ≡ 18 16
JR 8 1 28 26
JR 19 : 27 2
1




PT 19 28 20




























独立の夫婦世,lr翫ま13例を数える (Table6)O 新婚の夫婦は4例で,他は少な くとも1年以上の
結婚年活を送っている.初婚同志の夫婦は 9例である. 新婚夫婦は, PT 20を除い て,妻
方の両親,きょうだいの家に同属 している｡PT20は部落再婚で,すでに独立 して !′1分連の家に
住んでいる｡残 りの新婚でない 9例申, 6例までは独立の家を有 している｡夫の核親族の近 く




住というよ うに割 り切れないところが生 じて くることは当然である｡
核家族にあたるクラミンはこの社会で も,半数以上の事例 (40ケース)をしめ,正常な規縄
的家族と認められている｡ しか し,-餌に形の上か ら核家族と言われても,その内容は複雑な
ことが多い｡この核家族型を予供の中に連れ子が含まれているか否かによって分類すると,40
例 Iij30例は,現在の大と妻との間の子供だけであり,残 りの10例において,継 予を合む｡前者
のうち,23例は,初婚 (夫鋸 とも初婚は16例)かあるいは再婚の場合で も前の配偶者 との問に
子供がで きなかったケ-スである｡ (現在の夫婦の間の)子供が既に独立 して他のクラミンを
営んでいるものは 2例である｡30例小 の他の 5例は,妻が再婚以上で,どちらかの配偶者に前
の結婚でで きた 予供があるが,子供は独立 して現在は夫婦L巨亡､の核家族であるO内 3例は妻側
に子があるが独立し, 2例は夫側に子があるが独立している｡現在の夫婦の子がすでに独 立し
た例 (3例) もこの中 に含まれている｡
核家族40例のうち10例は,継 予をその核家族の申に含むものである｡夫が連れ子をしている
のは2例 にすぎず,いずれ も妻が若 く,夫が発言力の大 きい壮年期にある｡妻の連れ十は8例







家族を言 う｡ 7例を数えるが,その内 5例は父子家族である｡ 1例 (TTll)だけは自分の家
を持 っているが他は寄寓 している｡(なお,TTllは調査終了直後再婚 している｡子供は4人｡)
父と子 1人のタイプは JR 24とRT3とで,子供がすでに14- 6二打こなっているので,父十と
も各 々勝手に好 きな所-泊まることが多い｡PN6は女の子2人,PT4は男女の子 6人,'f･抱え,
それぞれ48才,53才 くらいである｡
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母子家族の2例の場合には,息子がいずれも20才前後で,母親を養っているケースである｡
2例 とも自分の家に住んでいる｡TT3の母はすでに60才 くらいであるが,息子はすでに 1回
離婚 している｡養子 2人を母親が育てている｡PN5は息子と2人の娘がいる｡ この母親もか
なり老齢で,子供達は皆 daraである｡欠損核家族の平均人員は約 4人である｡

























































＼r ク ラ ミ ン の 形 成
家族成員の形成の仕方は,婚姻,山生 養 了あるいは引き取り,寄留などによるOこの形成
過不出ま (ILHl生を除いて),いちおう親族組織という枠組のなかで 進行していくことが 多いが,
それで もそこには相互性に基づいた経済的配慮がなされている｡部落の人は,血縁闇係を行動








落で/口舌しているO いずれも老齢であり,いわば申EJkl人の out-casteのような感じが強 く, .ニー
語 的な障 J吉 のた め に机極的な活動をすることもli:く,彼 らに闇 しては完全にオラン･フルに同
化されたとは言い難い｡1948年 くらいからの共産主義者のテロの時期 には,中国人がジャング
ルに逃げこむのも珍 しくな く,彼らとオラン･フルとの潤の混血 もあるが,それらの中国人は
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Numberofbirth 6 72 76 161 315
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とばであるo 継父は paktiri,継B]:･は emak tiriと示称されるが, 呼称は pak,emak と美
父母と同じである｡
出生による家族員の増加は,家族構成上絶対的プラスの面にだけ働 く点で婿榔 養 予などと
区別される.出生の人為的抑制は普通の婚姻ではいかに多 くの子供がIJj:_まれても行 な わ れ な





齢別にみると,20才未満では平均0.6人 (最頻値 0)の子供を住んで, 丁供の死亡は 16.7%で
ある｡いずれも他の年齢よりは ずっと低い率である｡20才以上30才未満の婦人は平均2.57人
(最頻値 3)の子供を生み,その死亡率は30.6%で依然として全休の平均値よりは低い｡30才~
































Total lO 28 15 28 81
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お わ り に













的な原理に支配されていることと他の社会 ･経済組織との連胤 j:別の機会に考察 してみた い .
24) この社会では労働力として認められる時期が極めて早いので,8才くらいから14,5才までの年少者
は,好めばどこにでも行って寝泊りできる｡また生活が簡単であるので,このようなこともさし障りな
く行なわれる｡例えば,毛布あるいは布を持っていくだけで,寝泊りの準備はできたわけである｡この
慣行は,子供が部落の共有の子供として認められるからではなく,個人主義的な傾向が強い結果であろ
うO
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